
（別紙３）

～ 2025年　3月　10日

（対象者数） 11名 （回答者数）
5名

～ 2025年　3月　5日

（対象者数） 7名 （回答者数）
７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
児童一人ひとりに合わせた課題や興味に合わせて、療育グッ

ズや環境を更に充実させて行くように努めます。

2
今後、施設理念や方針を更に確立させ、全職員の共通理解と

して浸透させていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
日々の活動の記録や様子を、お便りやHP上に掲載すること

で、保護者の方への見える化を計っていきます。

2
今後、保護者へ個別で周知すると共に、HP等を活用して情

報発信を行っていきます。

毎日のプログラムや、外出して外の空気を吸う機会を設ける

ことに力を入れており、多くの体験を通して日常生活動作の

向上や社会性を身に着けられるように支援しています。

児童が安心安全かつ楽しんで取り組めるかを職員で話し合

い、考え、プログラムや場所の選定を行っています。

○事業所名 放課後等デイサービスKIWI

○保護者評価実施期間
2025年　2月　25日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年　2月　25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

非常時の対応策や安全確保についての取り組みが、保護者の

方へ周知できていない点です。

災害時や緊急時対応マニュアルは整備されていますが、保護

者の方への周知が完全に出来ていないことが、保護者向けの

アンケートで明らかとなった。

施設理念である「ONE TEAM」を軸として、職員と児童が

チームメイトとして共育(互いに双方向に理解して互いに育

つ)していく施設であることです。

児童の気持ちに寄り添い、個々の多様な特性を考慮して自分

のペースで活動できるように全職員が支援を行っています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

児童の活動の様子をHP上で保護者の方に共有できていない点

です。

現在、活動内容については事前にお伝えしたり口頭で説明を

していますが、活動の様子を保護者の方が目で見えるように

周知できていないことが明らかとなりました。

事業所における自己評価総括表公表


